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先ほどのお話にもありましたように、平成１３年
度母子保健強化推進特別事業ということで、函館
も手をあげまして、実際モデル事業をさせていた
だきました（図１）。
実施主体は函館市ということで、趣旨は先ほど

から出ているように妊産婦さんが持っている様々
な育児不安の問題の解決のために、産科医と小児
科医が連携してあたるということです。それで、
事業内容はいろいろと指導するということなので
すが、その事業のあり方をどうしたらいいのかと
いうことで、検討の材料という形でモデル事業を
行いました（図２）。
（図３）は大阪府保健問題研究会が育児につい

て一番心配だった時期は？として、１番上は４カ
月健診時であり、２番目は７カ月健診時、そして

３番目は１１カ月健診時、４番目が１歳半健診時、
一番下が３歳半健診時のおかあさん方に、どの時
期が一番不安だったかということを尋ねたデータ
なのですが、やはり退院後１カ月の間が一番不安
である。どの時をとっても退院後１カ月間であ
る。あと、３歳半健診の時では１歳前後のときも
少し不安があるのだが、圧倒的にこの時期が多
い。プレではなくて、ポストも入れて、出産前後
に、小児科医による育児に関する相談指導を希望
図２
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する方、産科医が必要と判断する妊婦およびその
配偶者も入れております。（図４）左側がプレで、
育児の負担感や育児不安があるため出産前に小児

科医による相談指導を希望または産科医が必要と
判断する妊婦およびその配偶者ということで、右
側は出産後に必要とする妊婦さんとその配偶者で
す。そのときにテキストを配布しましが（図
５）、１つは文京区で小児科の先生方が育児支援
を平成７年からやっておられて、その支援のテキ
ストです。「泣いた、笑った、だいじょうぶ？だい
じょうぶ！」という題で、確か５００円か６００円だと
思いました。それから、函館市医師会の児島先生
が書かれた「子供の応急手当」という北海道と道
医で以前作られた小冊子である。それを配りまし
た。それから、これは１枚のパンフレットだが、
チャイルドシートの設置が義務化されましたの
で、是非これをやって下さいということで、お配
りしました。それから、この事業を行うにあたり

まして、すこやか子育て事業連絡会というのを作
りまして、市の医師会からは児島先生が理事で、
それから壇上先生というのが函館小児科医会の会
長で、私も小児科医会の方から出ています。中野
先生というのが産婦人科医会の会長で、櫻田先生
が産婦人科医会の理事です。石井先生は市立函館
保健所長ですが、こういうメンバーで連絡会を作
りました（図６）。（図７）保健所の役割ですが、
事業実施の総括、事業内容のコーディネート、対
象者への啓発・広報、アンケート調査、これは事
業の終わった後に妊産婦さんと、小児科医、産婦
人科医にアンケートをして、回答をいただいてい
る。あと、事業の評価・分析ですね。そして最後
に厚生労働省に実績報告を行っています。後から
考えると市保健所はずいぶんと熱心にやってくれ
たなという気がします。そして（図８）産婦人科
医会の方は、妊産婦さんに事業の内容を説明し、
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周知・徹底を図るということと、参加希望者に申
込書を渡す、希望者の内容（住所や年齢などのデ
ータ）を保健所に連絡する。それから、事業実施
後、小児科医からの意見書をもとに産科医の立場
から保健指導をする。あとはアンケート調査に協
力、事業の評価・分析です（図９）。小児科医会
の方はどうかというと、小児科医の立場での保健
指導、グループワークまたは個別での相談・指
導。実際問題としては、グループワークでやって
みようとやってみたが、日本人の特性という
か・・これにはなかなかのってくれなかった。事
業の実施後産科医と保健所に指導内容を報告す
る。あとはアンケート、事業の評価・分析。（図
１０）これは連絡会の経過です。この事業はかなり
忙しかったというか、バタバタとして大変だった
のです。平成１３年４月９日と１２日に基本的な打合
せ会をやって、第１回目の連絡会が４月１８日、こ

の日は連絡会を設置し、実施要綱の作成等を行っ
た。６月５日になって、第２回の連絡会で、事業
実施方法、今後のスケジュールの検討。この間
に、６月１４日に日本医師会でプレネイタル・ビジ
ットの説明会がありました。そして、６月２０日に
関心のある産科と小児科の医療機関の先生方への
説明会を行いました。それから６月２７日に第３回
の連絡会をやって、指導事項のマニュアルの作
成、マニュアルも昭和大学の奥山先生の作られた
ものを基に時間がなかったもので、私が作って、
後は山田私案ということで配りました。紹介状の
様式をどうするか、周知方法、委託契約、一応、
市の事業なので、市議会にかけなければならない
ということで、結構、スケジュールがタイトでし
た。７月１日が事業開始で、６カ月間、１２月３１日
までということで行いました。１回目は７月１４日
です。途中で８月２９日に第４回の連絡会を開きま
して、進捗状況の検討を行い、保健所の予想より
かなり少なかったということで、すこし焦ってい
ました。それから今後の周知方法について検討い
たしました。最後に平成１４年４月５日に第５回連
絡会で、事業の実績報告、事業評価を行いまし
て、それで終わりということでした。（図１１）はフ
ローチャートですが、産科医からこの事業の説明
をし、参加を促してもらって、その紹介を保健所
の方がまとめました。だいたい１カ所の小児科の
ところに１０組以上入れないように、基本的な考え
で入れました。土・日に開催しましたが、前の週
金曜日までに保健所が取りまとめて名簿を作りま
して、参加者を小児科医の方へ連絡しておりま
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す。
今回は参加者がそんなに多くなかったので、保

健所のほうで調整してということはありませんで
した。それから、小児科医の方は保健指導とグル
ープワ－クまたは個別指導、助言指導して、育児
支援を妊産婦にするということで、その結果を産
科医に戻す、それから実施報告を保健所に送ると
いうことでやっています。周知方法がなかなか大
変で、参加医療機関は、産婦人科２１、小児科１５が
手を上げたのですが、各医療機関にポスターを１
～２枚、それからリーフレットを５０枚から１００枚
配布しています。また、保健所で母子手帳交付時や
両親学級等でPRしたり、それから報道機関に教
室開催についての報道を依頼しています。（図１２）
ポスターとリーフレットは同じ図案なのですが、
初めてのお母さん、お父さん参加してみません
か？ということで、こういったものを作っていま

す。問合せ先は保健所です（図１３）。
また、函館新聞に７月から－「健やか子育て事

業」出産前に育児指導、虐待防止も期待－と載せ
ていただいて、北海道新聞の函館版の夕刊、６月
８日－妊産婦の悩み小児科医も対応－も載せてい
ただきました。さらに７月８日、これも道新の道
南版に、連絡会の児島先生が日曜トークの中でこ
のことが出ております。それから同じ日ですが、
地元の函館新聞で－１４日からスタート－というこ
とで、第１回目はうちの病院で担当は私だったの
です。それから途中で連絡会を８月２９日に行った
のですが、産科医からの紹介が、保健所が考えて
いるよりも少なかったために教室開催が少し難し
いということで、保健所の係長さんが紹介実績の
少ない医療機関を訪問して、事業を説明した上で
協力を依頼していただいたといった経過がありま
す。函館の地域を西部地区が小児科医院が３ヵ
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所、北部地区が５ヵ所、東部地区が４ヵ所、あと
は総合病院ということで分けまして、各々分担し
てやったのですが、市立病院は土・日に開催は難
しいということで、今回は抜けました（図１４）。
７月から１２月までの間に、土・日は８回～１０回あ
りますが、そのうちの５回ないし６回のどこか選
んで、地域が重ならないように開催するという調
整をしました。結局、（図１５）の如く実施医療機関
は産婦人科は１３ヵ所で１６人の先生がかかわった。
小児科は１５医療機関で１６人の先生がかかわっ

て、紹介された人数は９９人なのですが、在胎週数
でいくと、２３週未満の方が３５人、２４週～２７週の方
が１５人、２８週～３１週の方が２２人という感じで、あ
とは、出産後が７人おられました。紹介ルートで
一番多いのは、開業されている産婦人科の先生か
ら開業されている小児科の先生への紹介が６２件で
ある。次は診療所の産婦人科から病院の小児科へ

は２３件ということで、２つがかなり多い。９９件紹
介されて、結局教室に参加された人は８７人でし
た。同伴者というか、ご主人も参加された方が３９
人おられたということで、トータルでは１２６人の
方が参加されました。それで、実施報告ですが、
（図１６）の如くトータル２８回行ったのですが、私
の時は参加者が７人と配偶者が１人だったのです
が、この中に１人というのが結構あります。配偶
者が参加されて１人と１人で２人というのもあり
ます。もしこの１人がいなかったら０人のところ
ができてしまいます。１人しか参加しなかったと
きの小児科の先生にはちょっと申し訳なかったな
という気がいたします。
指導内容（図１７）は栄養、おっぱいの話とか、

おっぱいが不足しているのをどうやって判断する
かとか、そういった栄養の話が８６件、後は嘔吐と
か溢乳などの話や、育児の心構えとか、また一般
生活、寝かせ方とか外出、それから予防接種の問
題とか保温の問題とか、日々の清潔・沐浴とか、
結構一般的な話が指導内容としては入っていま
す。（図１８）は保健所の反省ですが、小児科医の立
場から育児に関する保健指導をすることにより、
妊産婦が抱える育児不安の軽減と生まれてくる子
供のかかりつけ医の確保の促進を図ることを目的
としたことと、教室は集団での開催とし、育児不
安が高いといわれる出産前後の妊産婦を対象に実
施したことは他のところでもやっているが、ある
程度の独自性がある。
当初、参加者を３２０名を見込んでいた。函館の

年間出生数が２，０００ぐらいなので、半年間の実施
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期間で、１，０００名の内の１／３くらいと見込んだらし
いのです。しかし、産婦人科からの紹介が少なか
ったために８月末に連絡会を開催して、先ほどお
話をしたように協力依頼を行った。しかしながら
紹介数はそれほど増えず、見込み件数の約３０％と
なったと反省しています。（図１９～２０）は実際参加
された妊産婦さんのアンケートの結果なのです
が、対象者が９７件、回答者が４４件、回答率は４５％
ですが、大体、参加者の年齢は２０歳代、３０歳代が
併せて９０％以上で、初産の方が７５％。それから、
教室の開催を知ったのは「産婦人科医の紹介か
ら」が７４％で最も多かった。
また、受講する小児科を選択した理由ですが

「家の近く」が最も多く、続いて「評判が良かっ
たから」を併せて６０％、さらに出産後に受講した
小児科への受診希望はおおむね６０％であった。集
団指導後の育児についての個別相談は少なかった

が、受講後の育児不安については「全く不安なか
った」と言う方と、「多少不安があったが受講前ほ
どではない」と言う方を合わせると約９０％であっ
た。また、出産後「指導を受けたことが育児に役
立っている」が６０％近くあり、育児に役立った内
容は「育児の心構え」「よく見られる症状・状態」
「栄養」となっている。そして、父親の教室参加
者は全体で３９人、大体４５％である。また、受講
後、父親の育児に関する意識が「変わった」が
６７％ということでした。
（図２１～２６）は受講者の感想ですが、安心して

通院している。質問することに抵抗がなくなった
とか、実際に小児科の先生の話なので、信用でき
て良かったとか、妊娠中はピンとこなかったが、
出産後参考になっているという、同様意見が他に
も２つ。また疑問を解決できたので、参加して良
かったという、同様意見が他にも１つ。妊娠中に
図２０図１８
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小児科の先生にお会いでき、この先生なら安心だ
と確かめられた。とても良かった。育児をしてい
て役立っていることがたくさんあります、とかの
お褒めの言葉とか、自分を含めて２名の参加だっ
たが、丁寧にお話してくれて、とても気持ちよく
帰りましたなど。
また、夫婦で参加された方の感想は、ご主人が

外でタバコを吸うようになり意識改革ができた。
夫婦で参加するのがベストというような意見があ
ったり、夫と２人で参加でき、心構えの上でプラ
スになったという意見がありました。また、PR
に関してはやはり批判が多いです。もっと目に付
くように掲示されていると受講者が増えるとか、
もっとPRすべきだとか、出産後新聞記事を見て
参加したが、もっとPRをとか。あと、受講者の
感想で、産んでから何度か参加できる機会があれ
ばいいと思う。実施回数を増やしてほしいとか、

妊娠５カ月で受講したが。妊娠後期に受講したか
ったとか、回数を増やして各々の内容を詳しくお
願いしたいとか、グループワークは参加しにくい
といった意見もありました。内容については、話
図２４
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だけでなく実技というか、オムツ交換や沐浴もし
たいというのもありました。一般的な内容で思っ
ていたことと違った。具体的に説明してほしかっ
たとか、話の内容をパネルなどで説明してくれる
ともっと分かりやすいと思う。（これは用意をする
余裕がなかったというのもあるのだが・・・。）
また、当たり前のことを教えてほしい、１０代の

初産の方ですが、何が当たり前なのか分からな
い、こういった意見もありました。その他で、こ
れは不満というか、質問しても、もっと聞きたい
のにあっさり医師に言われると納得いかないこと
があるので、そういう母親への対応も考えてもら
えたら良いと思う、というのもありました。
また、医師の考え方が事前に分かるように、そ

して選べるようにしたら良いのではないのか。市
の事業なら考え方を統一すべきだ。そして医師の
考えにもっと不安になったという意見もありまし
た。また、上の子を連れて行って迷惑をかけてし
まったので、何らかの対応があれば、（託児所のこ
とだろうと思いますが）そういうのがあったら良
かったとか、初産婦さんは何が分からないのか分
からない状態なので、妊婦さんの気持ちになって
指導してほしいというご意見もありました。あと
は、当日出産だったので受講できなくて残念だっ
たという意見もありました。
そして、（図２７～２９）は小児科医に対するアンケ

ートですが、１５件中、回答が１０件で、回答率が
６７％ですが、小児科医のこの事業に対する関心度
は８０％と高かった。また、産婦人科からの紹介に
ついては「思ったより少ない」と感じていた医療

機関が６０％で、「十分だ」と思った医療機関は３０％
であった。また、小児科での指導内容で特に重点
をおいたものは、育児不安解消のための育児の心
構えが最も多いことなどから、当初作成した指導
マニュアルに沿って、おおむね指導されたものと
思われる。また、集団での指導後、個別相談を受
けたものは５０％であり、集団の中で対象者が個別
に相談することは難しい状況にあったかと思われ
る。
そして、本事業の効果については「育児不安の

解消」が最も多く、次いで「母子の愛着形成の促
進」と小児科医は回答されています。どのような
相談が妊婦さんからあったのかというと、初めて
の出産・育児についての不安、出産後いつでも相
談にのってほしい。それから、アレルギー、お母
さんが飲むコーヒーの影響について、子供の病気
について、上の子２人が喘息だったので３人目は
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どうなるのかといった質問や、丈夫な子に育てる
ためにはどうしたらよいのかとか、抗痙攣剤をお
母さんが飲んでいて、胎児・母乳への影響はどう
か、上の子との関係についてなどがありました。
小児科医の自由記載の意見の中では、やはり周

知啓発が不十分である。それから産婦人科医との
連携では良かったと答えた医療機関は３件あるけ
れども、添書のみでは、なかなか連携が図られた
とはいえないと言った意見もあった。
また、紹介する医療機関が偏っていることか

ら、広く他からの紹介を促進する必要があると思
われる。これはその通りなのだが、期間が短かっ
たために周知徹底が図られてなくて、産婦人科医
会の会長と副会長、それから理事、３人の先生か
らの紹介が７割くらいなのです。だから、もう少
しPRすれば解消すると思います。その他として
は事業は大変有意義だと思う。出産からの１カ月
間が育児不安が大きいことから、その期間に重点
をおき実施することを希望するというものであ
る。
（図３０～３２）は産婦人科医の先生に対するアン

ケートですが、２１件中、回答が９件で回答率が
４３％である。小児科に比べますと、産婦人科の先
生の本事業に対する関心は約５６％とやや低く、紹
介方法は全ての妊婦さんに紹介した先生は
４４．４％、問題のある妊婦さんに紹介されたのが
３３．３％と、だいたい８割近くの方が紹介して下さ
っています。
また、事業の趣旨については、対象者が事前に

内容を理解していたのは１０％で、妊婦さんに事業

の趣旨を説明し強く勧めた産婦人科は３３．３％であ
る。要するに、９件のうち３件ということであ
る。そして、対象者がこの事業に関する説明を受
け関心を持ったように思われるが７４％との結果か
ら、産婦人科での趣旨説明が重要である。事業実
施の効果については「育児不安の解消に効果があ
った」と答えたものが最も多く、また今後実施し
た場合参加するが約６７％であった。
産婦人科の先生方からのご意見では、周知啓発

が不徹底であること。小児科医との連携の部分で
は、この事業を通じ、産婦人科と小児科の連携が
図られたことは良かったと思うが、本事業に対す
る医師の自己認識を高めるようなアピールをする
必要がある。そして、その他として、基本的に産
婦人科の本事業に対する認識と積極的な参加につ
きると思う。赤ちゃんと触れ合える機会の提供な
ど、実施方法については再考する必要があるとい
図３１

図３０ 図３２
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うご意見があった。
それから、小児科の選択がない、地理的にも教

室参加が不可能な場合があるとか、指導は実際に
困ったことや心配事の解決には結びつかないが、
小児科を受診しやすくなるとか、雰囲気になれる
とか、赤ちゃんのいる生活を具体的にイメージで
きる「かわいい・楽しめる」と実感することに力
を入れると良いと思う、と言うような意見とか、
実施の方法がまずい、予約をとるのが面倒くさ
い、煩わしい。本心から言えば、あまり参加した
くない。精神神経科医、カウンセラーなどを巻き
込んだ取組みをすべきと考える。
また、公的病院が参加していないのはおかしい

状況であり、国の「やる気」が感じられなく、参
加者を増やせという保健所にも腹が立つというご
意見もありました。
（図３３～３４）は市の保健所の事業の評価だが、

妊産婦に対するアンケート結果からも、教室に参
加したものには育児不安の解消に一定の効果があ
ったのではないか。妊娠中は出産についての関心
は高いものの、なかなか育児に実感がわかない時
期でもある。しかし、小児科医の指導を受けたこ
とが、出産後に参考になったとの母親の意見もあ
るように、早い時期からの保健指導が育児不安の
軽減にある程度効果があったのではないか。出産
後１カ月間が育児不安が強いと言われているの
で、その間に受講された妊婦さんは５名であった
が、参加した対象者については育児不安の解消に
一定の効果があったと思われる。
教室の開催を土曜と日曜に設定したことで、父

親の教室参加が約４５％あり、父親の育児参加意識
の向上に効果的であった。否定的な面では、参加
者が見込み数より少なかったことが問題と考えて
おられたようですが、東京で行われた全国の事業
報告を見ますと、函館は結構参加者が多かったよ
うです。
広報についてはポスター、リーフレット、両親

学級等で周知啓発に努めてきたが、実施までの期
間も短かったことで広く対象者の関心を得ること
ができなかった。また、本事業の推進には、産婦
人科と小児科の連携が必要である。小児科への紹
介は産婦人科の妊産婦に対する事業内容の説明が
効果的であると考えるが、説明が十分でなかった
と思われる。
また、ある先生は、この事業が成功するかどう

かは産科医の理解と熱意と小児科医の質が左右す
るとおっしゃっていましたが、紹介件数に偏りが
あるなど、個々の医師の認識に差があることも受
講率の低さの要因と考えるとのことです。
私の感想は、小児科医はもとより、産婦人科医

や妊産婦さんにも非常に有意義な事業であること
は、ほぼ意見が一致した。今回は準備期間が短か
ったために周知徹底が難しかったが、その割には
他の地域に比べると参加者が多かった。その一番
の理由は行政（保健所）と医師会（産婦人科医会
と小児科医会）の連携が以前から取れていて、連
絡が密だったことではないだろうか。
しかし、産科医からの紹介にかなり偏りが見ら

れたのは、産科の先生方の本事業への認識の差と

図３３

図３４
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お知らせ

お知らせ

考えられる。また、マスコミを通じたPRもある
程度効果があったのだろうとは思うが、まだ徹底
はしていないようです。そして、土曜日、日曜日
に開催日を設定したことで配偶者の参加も増えた
のですが、しかし、妊産婦さんの参加者が１名の
開催日が２８回中９回もあり、開催回数は再考すべ
きである。妊婦さんはまだ赤ちゃんに関する実感
がなく、実際赤ちゃんに触れ合う体験教室もやっ
てみる意味があるのではないだろうか。産科退院
後１カ月検診までの間が育児不安が一番強いの
で、プレネイタルよりも、ペリネイタルの方がよ

ろしいだろうと。それから、経産婦さんの参加希
望も意外と多かったということである。
最後に、小児科医は子供が病気になったときだ

け受診する存在ではなく、子供の成長・発達や予
防注射・栄養などについての相談もできる医師で
あることもお母さん方に知っていただきたく、非
常に良い機会であると感じた。また、出産前から
育児支援がスタートでき、お母さんや家族と面識
を得ることで育児不安の軽減が可能であろうと私
は思いました。

電子メールを利用している
会員への情報提供について

－メールアドレスの登録－

本会では、インターネットを利用し、電子メ
ールにより緊急性の高い情報を、会員の皆様に
送信提供しております。対象は当会のダイアル
アップ接続登録者（hokkaido.med.or.jp）全員
と他プロバイダの電子メールアドレスをお持ち
になっていて、本会にアドレスを登録している
会員です。
他プロバイダの電子メールアドレスの登録に

つきましては、随時受け付けておりますので、
是非ご登録いただきたくご案内いたします。
なお、今回、他プロバイダの電子メールアド

レスをご登録になられる会員には、もし、でき

れば本会のメールアドレス（hokkaido.med.or.
jp）を取得（無料・ダイアルアップ接続申込
み）されるようお願い申し上げます。

●電子メールアドレスの登録方法

電子メールまたはFAXで、ご氏名、登録メー
ルアドレスを明記のうえ、下記宛お送りくださ
い。

・申込先メールアドレス：
add@office.hokkaido.med.or.jp

・申込先FAX番号：（０１１）２５２―３２３３

北海道医報ファイルの送付について

北海道医師会広報部では、北海道医報を整理・
保存するためのファイルを作成しております。
ご希望の向きは下記までご連絡下さい。無償に
てお送りいたします。

記
申込先：北海道医師会事業第二課

�０６０‐８６２７札幌市中央区大通西６丁目
TEL（０１１）２３１―１７２５FAX（０１１）２５２‐３２３３
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